
‭※出席委員あて内容確認済み‬

‭　‬

‭札幌市環境審議会‬

‭気候変動対策行動計画検討部会‬

‭第４回会議‬

‭会　　　議　　　録‬

‭日　時：２０２５年７月２４日（木）午後２時開会‬

‭場　所：札幌市役所本庁舎　地下１階　デジタル戦略推進局サテライト室‬



‭１．開　　会‬

‭○山中部会長　札幌市環境審議会気候変動対策行動計画検討部会第４回会議を開会‬

‭いたします。‬

‭　まず、事務局から連絡事項をお願いいたします。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　環境政策課の飯岡でございます。本日も、どうぞよろし‬

‭くお願い申し上げます。‬

‭　初めに、委員の出席状況についてですが、本日は、佐藤委員、堀井委員からは欠席さ‬

‭れる旨のご連絡をいただいております。‬

‭　出席委員は計８名ということで、総委員数１０名の過半数に達しておりますので、札幌‬

‭市環境審議会規則第４条第３項によって、この会議が成立していることをご報告いたしま‬

‭す。‬

‭　続きまして、本日の資料の確認をさせていただきます。漏れのないようにはしていると‬

‭ころですが、いま一度、ご確認をよろしくお願いいたします。‬

‭　事前にお送りしましたデータ、または、お手元の資料をご確認ください。‬

‭　順番に、次第・座席表、そして、資料１として気候変動対策行動計画検討部会委員の意‬

‭見に対する検討状況等一覧、資料２として札幌市気候変動対策行動計画改定計画（素‬

‭案）の概要版、資料３として、ページ数がたくさんありますが、素案そのものです。そして、‬

‭別紙１として計画改定に向けたスケジュール（案）でございます。‬

‭　足りない資料ですとか、もし会議中にパソコンの不具合が生じた場合などは、紙の資料‬

‭も数部ご用意していますので、お声がけいただければと存じます。‬

‭２．議事及び報告事項‬

‭○山中部会長　それでは、議題の一つ目に入りたいと思います。‬

‭　この素案を親会に報告する形になります。そして、日程的なことを考えると、今日が素‬

‭案について、皆さんに忌憚のない意見を出していただく最後の時間になると思います。‬

‭　そういう意味では、前回までの部会における意見に対する検討について、事務局から‬

‭説明をお願いいたします。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　右肩に資料１と書いた６ページ物の資料をご覧くださ‬

‭い。‬
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‭　皆様方から、第１回目から第３回目まで、多くの意見を頂戴いたしました。‬

‭　その中で、その場でお答えしたものが幾つもあるのですが、基本的には、いただいたご‬

‭意見を総じて盛り込ませていただくような姿勢で、今回、書かせていただいているところ‬

‭でございます。‬

‭　全部で３７項目でございまして、お送りしたのがおとといのため、ご確認いただけていな‬

‭い部分もあろうかと思いますが、念のため、ご自身のところをご確認いただければと思う‬

‭ところでございます。‬

‭　大変恐縮ですが、ぎりぎりまで素案の作成作業を進めていた関係で、幾つか書いてあ‬

‭るページ数とずれが生じておりますので、そこの修正のところだけ、今お話しさせてくださ‬

‭い。‬

‭　まず、２ページ目の８番目の川根委員のところです。‬

‭　一番右側の列の検討状況等になりますが、「Ｐ１７：２－２－２」と書いてあるところが、「２‬

‭－２－３」となります。‬

‭　そして、同じく、その下の行、「Ｐ１６に事業者の動向と」と書いてあるところが「Ｐ１７」、そ‬

‭して、その二つ下の行の「Ｐ４５に環境教育や」と書いてあるところが「Ｐ４２」となります。‬

‭　そして、３ページ目の１２番の小林委員と山中部会長のところですが、同じく右側の検討‬

‭状況等の上から４行目の「Ｐ４４に『ウェルビーイング』」と書いてあるところが「Ｐ４２」とな‬

‭ります。‬

‭　続いて、１５番の山中部会長のご発言ですが、一番右側の上から３行目の「部会での議‬

‭論を踏まえ、Ｐ５３の」と書いてあるところが「Ｐ５０」となります。‬

‭　最後に、３７番になります。‬

‭　山中部会長からフェアトレードの視点を入れてほしいというふうなお話があったところ‬

‭でございまして、「Ｐ６５」と書いてあるところは、項目は６５ページからスタートしているの‬

‭ですが、フェアトレードについて書いてあるところが６６ページでしたので、「Ｐ６６」と訂正‬

‭させてください。‬

‭　公表資料は、今申し上げたようなページに変更させていただきたいと思いますので、皆‬

‭様方、どうぞよろしくお願いいたします。‬

‭　こちらについては以上でございます。‬

‭○山中部会長　分かりました。‬
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‭　資料１の説明でしたが、何かありませんか。‬

‭（「なし」と発言する者あり）‬

‭○山中部会長　素案に反映されているというのであれば、素案をしっかりと見てもらう時‬

‭間にしたいと思いますので、次に進ませていただきます。‬

‭　事務局からお願いします。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　続きまして、資料２をご覧ください。‬

‭　素案自体はかなりボリュームがあるものですので、その中でも特に重要なところを概要‬

‭版という形でつくらせていただいておりますので、本日はこの概要版に沿ってお話をさせ‬

‭ていただきたいと思います。‬

‭　また、これまでの部会の中で基本的にはお伝えしてきているところでございますが、改‬

‭めて、繰り返しになる部分もあることをご容赦いただければと思います。‬

‭　まず、１ページ目でございます。‬

‭　左側から、大きい１番目、計画の位置づけと目的（第１章）と書いたものです。‬

‭　ご案内のとおりですが、持続可能な脱炭素社会の構築に向けて、今、地球温暖化対策‬

‭の推進に関する法律に基づいて、私どもは、この計画を２０２１年３月に策定をしたところ‬

‭でございます。‬

‭　二つ目の丸にあるとおり、計画の策定から５年が経過して、社会経済情勢や国の気候‬

‭変動対策、エネルギー対策の動向が変わってきているものですから、今回、２０３０年目‬

‭標とその先を見据えた形で見直しを行うというものでございます。‬

‭　あわせて、２０２５年３月に策定した札幌市水素エネルギー基本方針を踏まえて、今回‬

‭の計画の中では、札幌市燃料電池自動車普及促進計画も統合していくということを書か‬

‭せていただいております。‬

‭　続いて、大きい２番目、第２章、第３章、第４章のところになりますが、気候変動対策に関‬

‭わる国内外及び本市の動向をご覧ください。‬

‭　こちらは、皆様方によくご案内のところですので、ポイントのところを絞ってお話しさせ‬

‭てください。‬

‭　基本的には、前回、２０２１年３月に今の計画はできていますので、それ以降に行われて‬

‭いるイベントものを中心に書かせていただいているものでございます。‬

‭　（２）がＩＰＣＣ「第６次評価報告書」の公表ということで、２０２３年５月のお話について、‬
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‭そして、（３）では、エネルギー基本計画と地球温暖化対策の改定ということで、半年ぐら‬

‭い前になりますが、本年２月の改定のお話を書かせていただいていること、（４）地域脱炭‬

‭素の取組の加速化と本市における脱炭素先行地域の取組ということで、前回も私どもの‬

‭札幌市の先行地域の取組のご説明を差し上げましたが、そこについて書かせていただい‬

‭ているものでございます。‬

‭　（５）がＧＸの推進と北海道・札幌市におけるＧＸ金融・資産運用特区の指定ということ‬

‭で、こちらも２０２３年の５月にＧＸ推進法が制定されてから、札幌市は、昨年６月にはＧＸ‬

‭金融・資産運用特区と併せて国家戦略特区の指定を受けたということを書かせていただ‬

‭いているものです。‬

‭　（６）は、今後の一つのキーワードになってくるだろうと思うところですが、排出量取引制‬

‭度の詳細設計に向けた検討開始ということで、成長志向型カーボンプライシングの一環‬

‭ということで、排出量の削減取引が２０２６年度から始まる予定になっていますが、経産‬

‭省では、今月、そこに向けた小委員会を設置しながら検討を開始しているという、ベース‬

‭になっている社会情勢を書かせていただいています。‬

‭　続いて、右側の現行計画の進捗（第４章）です。‬

‭　こちらも、これまで繰り返してきているので、ポイントを中心にお話ししますが、まず一つ‬

‭目として、市民・事業者編ということで、温室効果ガス排出総量と取組に係る進捗状況で‬

‭す。‬

‭　２０２２年度の速報値は１，０２２万トンでしたということで、２０１６年度比で１４％の減で‬

‭した。目標を達成するためには、２０２２年度から４７％の削減が必要だということを書い‬

‭ています。‬

‭　その下の二重括弧になっている施策別の削減量及び成果指標の達成状況ということ‬

‭で、旧計画では、省エネ、再エネ、移動、資源の四つと、全部に共通している行動の施策‬

‭ごとに２０３０年度の温室効果ガス目標削減量や成果指標を設定しながら取組を進めて‬

‭きたところですが、今、ちょうど６年間、時間的な長さでいくと、４３％が経過したところで‬

‭ございます。‬

‭　その中で、その下にあります表４－１とおり、再エネによる部分は比較的順調に進んで‬

‭いる一方で、省エネ、移動、資源に遅れが見られるような状況を表としても表しておりま‬

‭す。‬
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‭　その下の表４－２になりますが、こちらも前回までの部会でご報告しました各指標を設‬

‭けながら進めているところでしたが、一番右側の達成率と書いてあるところにございます‬

‭とおり、いいものもあれば、進捗がかなり悪いものもございます。‬

‭　幾つかお話をさせていただきますと、一番上にありますＺＥＨ相当以上の省エネ性能を‬

‭持つ新築住宅の割合は、戸建てについて言うと、１２７％ということで、もう目標を大きく‬

‭超えているような状況にある一方で、集合住宅は８％という状況でございました。‬

‭　次の３ページ目に進めさせていただきます。‬

‭　３ページ目は、旧計画の進捗状況を前提とした２０３０年度目標の達成見通しでござい‬

‭ます。‬

‭　旧計画の進捗状況を前提条件として、温室効果ガス排出量の増減に寄与する関連要‬

‭素の将来値をトレンド推計してみたということをこの前までにお話しさせていただいてお‬

‭りました。‬

‭　２０１７年度から２０３０年度までの削減量の将来推計に５３６万トンと書いていますが、‬

‭下の表に書いてあるとおり、５３９万トンとなりまして、旧計画の目標達成には、あと１１８万‬

‭トンの削減量が不足している状況になっております。‬

‭　合計値が５３９万トンから６５６万トンを引き算してマイナス１１８万トンとなっていますが、‬

‭四捨五入の関係で１万トンが合わないことだけはご了承ください。‬

‭　そこで、その下の今後の方向性と書いてあるところですが、再生可能エネルギーの導‬

‭入拡大において一定の成果が見られる一方で、省エネルギー対策における温室効果ガ‬

‭ス削減量が伸び悩んでおり、課題になっているということ、こういう状況を踏まえて、今後‬

‭は、改めて施策ごとの削減ポテンシャルを精査して、さらに脱炭素先行地域づくり事業な‬

‭どの国の枠組みを積極的に活用しながら、目標達成に向けた取組を一層加速させていく‬

‭必要があるというふうにまとめさせていただいております。‬

‭　下段が市役所編の進捗状況についてです。‬

‭　一つ目の丸にありますとおり、２０２２年度の速報値では６５．４万トンということで、２０１‬

‭６年度比で１７％の減となっています。２０３０年度を見たときには、まださらに５５％の削‬

‭減が必要な状況ということです。‬

‭　その下の施策別の削減量及び成果指標の達成状況をご覧ください。‬

‭　先ほどの市民・事業者編と同じく、省エネ、再エネなどに四つに分けておりまして、その‬
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‭３行目下のところからですが、２０１７年度から２０３０年度までの１４年間のうち、目標削減‬

‭量については、表４－４のとおり、再エネや移動による温室効果ガスの削減が比較的順‬

‭調に進んでいる一方で、省エネ、資源による削減に遅れが見られている状況でございま‬

‭す。‬

‭　また、右側になりますが、成果指標については、表４－５のとおり、ＺＥＢ相当以上の省‬

‭エネ性能を持つ新築・改築建築物の割合は比較的順調にいって、一番右側の列に書い‬

‭てあるとおり５０％ですが、一方で、ほかの成果指標については遅れが見られているとこ‬

‭ろでございます。‬

‭　表４－５の下の旧計画の進捗状況と２０３０年度目標の達成見通しをご覧いただきます‬

‭と、２０３０年度の目標削減量に対し、２０２２年度の実績では３６．１％の削減量が不足す‬

‭る見込みだということで、その達成に向けてさらなる強化が喫緊の課題となっているとい‬

‭うふうにまとめさせていただいております。‬

‭　その下に、それぞれの省エネ、再エネごとのＣＯ２削減の進捗状況を書かせていただい‬

‭ています。‬

‭　一番下の今後の方向性です。‬

‭　札幌市では、２０２２年１１月に選定された国の脱炭素先行地域の取組の一つとして、２‬

‭０３０年までに公共施設群の電力消費に伴う二酸化炭素排出量をゼロとするために、ＺＥ‬

‭Ｂ化、ＬＥＤ化等々を進めているところであり、２０３０年目標の着実な達成に向けて進ん‬

‭でいくということで考えているところでございます。‬

‭　続きまして、４ページ目をご覧ください。‬

‭　左側の大きい４番目、２０５０年の目標と本市のあるべき姿ということで、第５章、第６章‬

‭に出てきているものでございます。‬

‭　こちらは、これまでのとおりで、大きく変更はございません。‬

‭　２０５０年の目標は、当然ながら、ゼロカーボンということで掲げさせていただいていま‬

‭す。‬

‭　２０５０年のあるべき姿というところも特に変更なく、「心豊かにいつまでも安心して暮ら‬

‭せるゼロカーボン都市『環境首都・ＳＡＰＰ‿ＲＯ』」というタイトルをつけさせていただいて‬

‭います。‬

‭　取組の方向も変わっていませんが、まず、第一に無駄なエネルギーの消費を減らし、効‬
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‭率よく使うエネルギーの有効利用を図っていくこと、その上で必要なエネルギーは身近‬

‭に広く存在する再エネへとエネルギー転換を図っていくというところが大切なポイントだ‬

‭ということで書かせていただいています。‬

‭　その下ですが、こちらは幾つか変わっている部分もありますので、特にご紹介させてく‬

‭ださい。‬

‭　取組推進の視点ということで、まず、（１）環境・経済・社会の統合的向上です。‬

‭　ウェルビーイングにつながる持続可能な社会には、環境、経済、社会の統合的な向上が‬

‭不可欠だということで、これまでもご意見として賜っていましたが、全ての主体による連‬

‭携・協働の取組を促進していくということを書かせていただいています。‬

‭　（２）全ての主体の意識の変革、行動変容、連携の強化ということで、気候変動は将来‬

‭世代にも関わるため、全ての主体の連携が不可欠だということで、話合いや環境教育を‬

‭通じて、ライフサイクル全体での温室効果ガス排出量などの分かりやすい情報を提供す‬

‭るなど、各主体における意識の変革と行動変容につなげていくということを書かせていた‬

‭だいております。‬

‭　（３）研究開発の強化と優れた脱炭素技術の普及等による他地域の温室効果ガス削減‬

‭への貢献ということで、新技術の創出や既存技術の社会実装が、まさにこれからキー‬

‭ワードとなってくるかと思います。‬

‭　脱炭素先行地域やＧＸ金融・資産運用特区の枠組みを活用しながら、他の地域への展‬

‭開を含めて、脱炭素と経済成長との両立を目指していくということを書かせていただい‬

‭ています。‬

‭　（４）社会システムの変革ということで、脱炭素に係る経済的負担ということでした。‬

‭　こちらも先ほどお話をしましたが、ＧＸ２０４０ビジョンの中でも出てきている排出量取引‬

‭制度を核とする成長志向型カーボンプライシングで早期ＧＸ投資を評価していくというこ‬

‭と、脱炭素化の経済的負担回避への戦略的な対応が必要だという視点を盛り込ませて‬

‭いただいています。‬

‭　（５）２０５０年を見据えた対策ということで、これから先、あと２５年という話になるわけ‬

‭ですが、家電等の買換えや、特に耐用年数が長いものがたくさんありますので、そういう‬

‭ところを見据えながら、省エネ・再エネを促進していくというようなことを書かせていただ‬

‭いております。‬
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‭　同じページの右側は、それぞれ重要な視点を書かせていただいております。‬

‭　前にもお話ししたとおり、市民・事業者・市役所、それぞれ３区分を書きつつ、気候市民‬

‭会議で出た意見を赤色の字で盛り込ませていただいているところでございます。すなわ‬

‭ち、広く気候市民会議のご意見も頂戴しながら進めてきているということを書かせていた‬

‭だいているものでございます。‬

‭　このページは以上で、次に５ページ目をご覧ください。‬

‭　まず、５－１の２０３０年、２０３５年及び２０４０年の目標と達成に向けた取組（市民・事業‬

‭者編）（第６章）と書いてある項目です。‬

‭　ＩＰＣＣ報告書の削減の目標に基づいて、２０５０年のゼロカーボン都市に向けたマイル‬

‭ストーンとして、今回、２０３５年と２０４０年の目標を設定させていただいたということでご‬

‭ざいまして、左側のピンク色になっている地の部分ですけれども、温室効果ガス削減目‬

‭標ということで、２０３０年の５９％削減といったところは変わらないですが、２０３５年が６‬

‭６％、２０４０年が７４％削減ということでございます。基本的には、ＩＰＣＣの理論に準じ‬

‭て、今回、この数字を決めております。‬

‭　下段の５－２が市役所編です。‬

‭　市役所編も同様に、左側に書いてあるピンク色の地のところですが、２０３０年には６３‬

‭％削減といったものが、２０３５年は７０％、２０４０年には７８％減ということでございま‬

‭す。‬

‭　違いとしては、率先して札幌市が取り組んでいく観点から、少し高い目標を設定してい‬

‭るというようなことでございます。‬

‭　最下段の２０３０年の目標達成に向けた施策と市民・事業者・札幌市に期待される主な‬

‭役割・取組の視点です。‬

‭　これまでの繰り返しになりますが、一つ目の丸にありますのは、役割や取組について‬

‭は、２０２２年１１月に選定された環境省の脱炭素先行地域の取組を盛り込んでいくこと‬

‭で、取組の強化を図っていくということです。‬

‭　加えて、まさに皆様方にご協力いただいている本部会での協議内容や、気候市民会議‬

‭さっぽろ２０２５の意見を踏まえながら、その他の取組を追加、見直しを検討してまいりま‬

‭したということを書かせていただいています。‬

‭　続いて、右側をご覧ください。‬
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‭　一番上の囲みの施策ごとの２０３０年目標（総括）です。‬

‭　２０３０年度目標は、２０１３年度比７６７万トンの削減を図っていくことが必要になるわけ‬

‭なのですが、小売電気自動車の電力の排出係数の改善も見込まれていきますので、札‬

‭幌市の取組で達成すべき削減量は５４３万トンになるということが分かるような形の表に‬

‭なっています。‬

‭　表の一番下は、５４３万トンとなっているところです。‬

‭　こちらのご説明は以上でして、続いて、６ページ目をご覧ください。‬

‭　目標に対して、今、１１８万トンが不足しているところです。では、この１１８万トンをどのよ‬

‭うにしていくかということも、この間までにご説明差し上げました。‬

‭　上の囲みに書いていますが、建築物省エネ法の改正による新築建築物の省エネ性能‬

‭の向上、蛍光ランプの製造、輸出入の禁止のほか、経済社会情勢の変化による市民・事‬

‭業者の取組の進展、札幌市の脱炭素先行地域、重点対策加速化事業による取組の着実‬

‭な実行、こういったものを総合的に積み上げていくことによって、目標を達成していくと‬

‭いうことを書かせていただいていまして、それの内訳が下にある表のとおりでございま‬

‭す。‬

‭　この間までにご説明をしましたので、表の一つ一つの説明は省略させていただきます。‬

‭　続いて、右側は、主な取組ということで、それぞれ、省エネから行動、ライフスタイルの‬

‭変革まで、これまでお話ししてきたところを盛り込ませていただいております。‬

‭　主なということで、本書本体にはもっとたくさん書いているのですけれども、その中でも‬

‭新規項目や強化項目のみを拾って載せておりますので、こちらも前回までにお話しして‬

‭いるところが中心になっています。‬

‭　今回の計画を総合的に考えていく中で、幾つか変わったところだけご紹介させてくださ‬

‭い。‬

‭　まず、上から三つ目のピンク色の移動の脱炭素化の大きな項目の中の下から２行目の‬

‭指標として、市内の自動車台数に占める次世代自動車の割合ですけれども、当初は６０‬

‭％となっていたところですが、昨今、ＥＶなどの進展にはもう少し時間がかかるだろうとい‬

‭うことで、２０３０年度を考えたときには、６０％はかなり難しいということで、５０％に下げ‬

‭させていただいているところでございます。‬

‭　こちらの細かいところは、これまで説明してきておりますので、続いて、７ページ目をご‬
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‭覧ください。‬

‭　７ページ目は、市役所編です。‬

‭　市役所編については、同じように省エネから始まって、行動、ライフスタイルの変革まで‬

‭書かせていただいているところでございます。‬

‭　こちらも、これまで説明してきたとおり、ＬＥＤや太陽光発電を設置していきながらという‬

‭ことでございますが、変更点だけお話しさせてください。‬

‭　薄い青色の再エネの指標のところでございます。‬

‭　市有施設の電力消費量に占める再エネの割合ということで、２０３０年度１００％と書い‬

‭ています。こちらは、修正前は８０％となっていたところですが、これまでもお話をしてい‬

‭る脱炭素先行地域は、２０３０年度には１００％を目指すという形になっていますので、先‬

‭行地域の目標に合わせて１００％に変更させていただいているところでございます。‬

‭　次に、右側からは、前回の部会までではお話ししていない適応策をお話しさせていただ‬

‭きたいと思います。‬

‭　まず、上の囲みでございます。‬

‭　国が行っている影響評価を参考にしながら、札幌市に影響があると思われる６分野を‬

‭選定して、分野ごとに各関係部局が現在実施している取組の集約、整理を行っていると‬

‭いう考え方に基づいています。‬

‭　もう一つ、二つ目ですが、国で策定している地域の気候変動適応計画策定マニュアル‬

‭というものがあるのですが、２０２３年３月に、各適応策の進捗状況を把握するための指‬

‭標を設定することが望ましいという形にガイドラインが改定されていることを踏まえまし‬

‭て、以下の表にありますとおり、６分野において、それぞれ指標を設定させていただいて‬

‭おります。‬

‭　下の表をご覧ください。‬

‭　左側の列になりますが、分野としては、自然災害から始まって、一番下の農業に至るま‬

‭でですけれども、初めての話なので、上からご説明を差し上げます。‬

‭　まず、自然災害についてですが、雨水の拡充管の整備など、浸水被害の発生しやすい‬

‭エリアへの対応を計画的に進めるなど、周囲の地形状況などに応じた個別の対策を進め‬

‭ていくということで、指標としては、浸水被害の発生しやすいエリアへの対応ということ‬

‭で、２０３０年度には２６か所を進めていくということで、札幌市の関連計画があるところ‬
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‭です。‬

‭　続いて、２段目の産業・経済活動・都市生活は、災害対策用の電源としても活用できる‬

‭太陽光発電の普及ということで、学校等の市有施設への導入を促進していくということ‬

‭でございます。‬

‭　先行地域の中でも触れられているものでありまして、市有施設への自家消費型太陽光‬

‭発電設置数を２０３０年度は累計で５２７施設に設けていくというものになっています。‬

‭　３段目の健康は、昨今も熱中症対策ということで、世の中が大変暑い状況になっていま‬

‭すけれども、寒冷地エアコンの導入を促進していくということで、家庭におけるエアコン‬

‭保有率は、今、数字はどこが一番いいかというところを関係機関と調整しているところで‬

‭すので、調整中と書いています。‬

‭　４段目の水環境・水資源は、水質の常時監視や水道水源の保全対策ということで、特‬

‭に水道局でやっているものになりますが、水道水の水質基準の適合率を２０３４年度には‬

‭１００％維持ということで計画がつくられております。‬

‭　５段目は自然生態系ということで、外来種の予防や生物多様性の保全に関する普及啓‬

‭発、野生鳥獣による被害防止対策ということで、生物多様性のビジョンの中でうたってい‬

‭るものになっています。市民参加型の生き物（指標種）調査参加人数が２０３４年度には１‬

‭，９００人以上を維持していくというような計画を定めているところです。‬

‭　最後に、農業は、温暖化に対応した栽培技術等の情報提供や農業生産基盤の整備に‬

‭対する支援ということ、家畜伝染病に関する検査、普及啓発を目標にしながら、地産地‬

‭消の取組件数ということで、農業のビジョンで計２０件と書いてあるものでございます。‬

‭　最後のページになります。‬

‭　８ページ目は、今までと同じように進行管理を毎年やっていきますよということを書か‬

‭せていただいています。‬

‭　ＰＤＣＡサイクルにのっとりながら行っていくというのが一つ目の丸、二つ目の丸の計画‬

‭の見直しというのは、これまでもそうでしたが、いろいろと社会情勢が変わっていくという‬

‭ところを踏まえまして、おおむね５年をめどに計画の見直しの必要性について検討を行っ‬

‭ていきたいということを書かせていただいています。‬

‭　長くなりましたが、素案、そして、本書の中の中心のところを書かせていただいているも‬

‭のでございます。‬
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‭　ご説明は以上でございます。‬

‭○山中部会長　とても多岐にわたり、かつ、今回のこの部会の成果そのものですから、い‬

‭ろいろな意見があるかと思います。‬

‭　まず、具体的な場所に対してこうとか、細かい点があれば質問をお願いしたいと思いま‬

‭す。ご意見はもう少し待っていただいて、私がご意見をお願いしますと言ってから出して‬

‭いただきたいと思います。‬

‭　まず、質問はありませんか。‬

‭○川根委員　北洋銀行の川根です。本日もよろしくお願いいたします。‬

‭　質問で、２点教えてください。‬

‭　まず、年度のところで質問をしたいと思います。‬

‭　大体、ここはもう既に実績のところで２０２２年度の計測結果を載せていただいておりま‬

‭して、進捗もこの段階では残り何年ということで記載をいただいております。もう既に２‬

‭年ほど経過している２０２４年度の実績も含めて、この計画のつくり込みに問題がない計‬

‭画の数字になっているかというのが１点目の質問です。‬

‭　もう一点が、先ほどの追加になった７ページ目で、２０２４年度と２０２２年度と年度がば‬

‭らばら過ぎて、違和感を持って見てしまったのですよね。そこは問題がないかどうか、そ‬

‭の辺を教えていただければと思います。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　気候変動対策行動計画は、どうしても国の計画、それ‬

‭ぞれのＣＯ２の削減、ボリュームなどからいろいろと案分していったりというところがある‬

‭ものですから、３年から４年遅れでようやく速報値が出てくるという形にならざるを得な‬

‭いのです。‬

‭　それで、ちょうどまさに今、業者への委託も挟みながら２０２３年度を鋭意計算している‬

‭ところでございまして、そういう事情から、今の時点でお示しできる直近の数字が２０２２‬

‭年度ということになっております。‬

‭　もう一つ、７ページ目に出てきているものですが、今みたいなものでない指標を掲げて‬

‭いる札幌市役所の中のそれぞれのビジョン、計画物は、直近のデータとして２０２４年度‬

‭の数字を拾えるものもあるというところでしたので、そういうところは拾っています。‬

‭　ただ、並びが取れていないのではないかというところは出てきてしまうのですが、それ‬

‭ぞれの計画の性質に応じてということでご理解をいただければと思います。‬

‭12‬‭28 -‬



‭○事務局（坂井気候変動対策係長）　気候変動対策担当係長の坂井です。‬

‭　最後のところに少しだけ補足を入れさせていただきますと、スタートの年度は２０２４年‬

‭度と２０２２年度になっているかと思うのですけれども、これらの数字の拾い方が、いわゆ‬

‭る計画物や、目標として設定した当時の数字を拾うような形をイメージしております。‬

‭　終わりの年度は、今、２０３０年度と２０３４年度が混在していますけれども、整理してい‬

‭く中で、恐らく２０３０年度と決めていく形になるという想定はしていたところです。‬

‭　このあたりは引き続き精査をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいた‬

‭します。‬

‭○山中部会長　ほかにはいかがでしょうか。‬

‭　それでは、質問だけではなくて、ご意見まで含めてお願いいたします。‬

‭○小林委員　資料２の２ページ目の再エネの取組ですけれども、現行計画の進捗状況‬

‭で、「［再エネ］による温室効果ガスの削減が比較的順調に進んでいる一方」と書いてあ‬

‭るのですけれども、表４－２になると、これは出している指標の問題かもしれないのです‬

‭けれども、再エネの再生可能エネルギーの導入拡大のところだと、達成率が１２％となっ‬

‭ていて、何となく、進んでいるのか、進んでいないのかというのが、言葉と数字が合って‬

‭いないような気がするのです。これは、ここに書かれている指標上、仕方のないことなの‬

‭か、ほかの再エネに関する分野も含めて順調に進んでいるというのが表せるのか、確認‬

‭ができればと思いました。‬

‭○事務局（坂井気候変動対策係長）　こちらの上の表は実際の削減量、そして、下の表は‬

‭成果指標ということで、進捗については、今回、それぞれの方向感が逆の形で出てしまっ‬

‭ているという認識を確かに持ちました。‬

‭　その中で、削減自体は進んでいるが、指標に対する進捗はちょっと遅れているというよ‬

‭うな状況に対して、こちらの書きぶりとしては、少しそれらが一緒にというか、削減量を中‬

‭心に記載をしてしまったかなというところでございます。‬

‭　実際に、指標の観点からいきますと、再エネの１２％というのは、電力消費量に占める‬

‭再生可能エネルギーの割合ということで、やはり、こちらについて、より進めていくことが‬

‭施策として必要だという認識を持っています。‬

‭　また、１０２．５万トンを削減したというところについては、もちろん、これも結果として出‬

‭ているものですけれども、電力排出係数による改善の部分も大きかったので、もちろん、‬
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‭これだけで終わる形にはならないだろうなという認識も持っております。書きぶりとして‬

‭は、今、足りていない部分があるかと思いますので、このあたりの整理は改めて考えさせ‬

‭ていただきたいと思います。‬

‭○山中部会長　意見になると思うのですが、カーボンフットプリントあるいはＳｃｏｐｅ３と‬

‭いうのが、何とか第５章までは生き残っている感じがするのですが、第６章、第７章と具‬

‭体的な施策のところに入ると、消費者の行動変容や行動意識には入っているのですが、‬

‭事業者だって当然そういうものを買わねばならない、経済の仕組みとしてもそうだと思う‬

‭のですね。そのあたりになると、トーンダウンをして、どのように入っているかがよく見えな‬

‭いのですが、ご説明をいただけますか。‬

‭　今のは、カーボンフットプリントもしくはＳｃｏｐｅ３の観点です。‬

‭○事務局（坂井気候変動対策係長）　第５章以降、いわゆる施策としてのカーボンフット‬

‭プリントなどの取組という点でご質問をいただいたかと思います。‬

‭　今時点において、具体的な政策や施策というようなところになかなか落とし込めなかっ‬

‭たというのが進捗でございます。‬

‭　以前の部会でもお示ししましたけれども、会議や対話等を含めた会議体の進捗もあり‬

‭ますので、今後の流れとして、そういったものの進め方をいま一度見直していくとか、新‬

‭たに考えていくというところを並行して走りながら形にしていく必要があるのかなという‬

‭認識を持っているところでございます。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　札幌市としてカーボンフットプリントなどを選べるような‬

‭形を進めていきたいといったところについては、前段のほうに書いてあるとおりというの‬

‭はおっしゃるとおりでございます。‬

‭　一方で、今回の６ページ目のライフスタイルの変革・技術革新のところで、環境に配慮し‬

‭た行動をリードする人・広げる人という中からそういう行動を生み出していく、そして、ま‬

‭さにカーボンフットプリントにもつながっていくといったような、一応、私たちとしては、ここ‬

‭にその気持ちを込めながら書いているところもございます。‬

‭○山中部会長　もちろん、札幌市のＣＯ２削減にはあまり効かないという意味では、施策‬

‭として立てづらいというのは分かるのですけれども、堂々と、直接効かないけれども、や‬

‭らなければいけないというような立てつけをどこかでつくったほうがいいのではないかと‬

‭私は思います。‬
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‭　特に、個人がカーボンフットプリントを意識したものを買わねばならないということもあ‬

‭るのですが、札幌市にある様々な小さな事業所も含めて、そういう視点を持っておく、そ‬

‭れで、そういう事業者が持っておくのを、やはり行政として支えて、そういう方向に向かな‬

‭いとまずいような気がするので、これを個人的な消費者のサイクルだけに押し込めるの‬

‭はあまりよくないかなと私は思います。‬

‭　やはり、経済活動の中で、もちろん、カーボンフットプリントが小さい、Ｓｃｏｐｅ３を考えな‬

‭さいというのは札幌市がやることではないのだけれども、でも、国として経済産業省ある‬

‭いは環境省あたりからこういう視点を持ちなさいと言われているのを、札幌市としても、‬

‭中小企業の事業者などが取り組むときに支援するというようなことは、ここに書いておい‬

‭ても悪いことではないと思います。‬

‭　まだ、いわゆる進捗状況の指標もできていないわけですから検証のしようがないのを‬

‭逆手に取って書いてもいいのではないかと思います。‬

‭　(これは委員のひとりとしての)意見です。‬

‭　川根委員、Ｓｃｏｐｅ３と言っていたこともあるので、何かありませんか。‬

‭○川根委員　部会長と同じような意見を持ちながらここを見ておりました。‬

‭　あくまで、行政だけではなく、本当に札幌市全体、北海道全体で取り組んでいかなけれ‬

‭ばいけないと考えております。‬

‭　北海道のお客様とＳｃｏｐｅ３の議論をしますと、やはり、サプライチェーン上で進めてい‬

‭くところはどんどん自ら進めていくのですけれども、なぜやらなければいけないのかと‬

‭いった意識が圧倒的に低いところが本当に多いというのも現状でございます。行政だけ‬

‭がやるのでもなく、金融機関も、いろいろな団体も、本当に連携して動くためのメッセー‬

‭ジとしてここに入っていてもいいのかなという印象を持っています。‬

‭○山中部会長　(ほかの)委員から意見があったということで、ぜひともご検討をお願い‬

‭いたします。‬

‭　ほかにございませんか。‬

‭○鈴木委員　関連して、教育に対する記述がないのかなと思いました。‬

‭　私は、市民の行動を変えることで一番費用対効果がいいのは教育だと思っています。‬

‭それは、札幌市、教育委員会が主体的にリードもしやすいので、ぜひそういったところを‬

‭打ち出してほしいと思います。‬
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‭○事務局（飯岡環境政策課長）　おっしゃるとおり、私たちは、手前みそですけれども、環‬

‭境教育にはかなり力を入れてやっているところでございます。‬

‭　今、皆様方にご説明した概要版で環境教育をぴたっと書いていなかったので、そのあ‬

‭たり、もう一度概要版の見直しをしますが、こちらの分厚い中には入っているところがあ‬

‭りますので、今のご指摘を踏まえながら、環境教育の重要性といったところは概要版にも‬

‭盛り込ませていただきたいと思います。‬

‭○山中部会長　私もそう思います。‬

‭　むしろ、もう少し踏み込んで、指標みたいなものもつくっていいのではないかと考えて‬

‭おります。例えば、５ページのところに、上記に含まれるという形で直してしまうのですけ‬

‭れども、これはもちろんＣＯ２削減だからこれでいいのだけれども、達成の目標みたいな‬

‭指標のところでは、どれぐらいの環境教育あるいは人材育成ができたか、何件という数‬

‭字では言いづらいけれども、何かうまい形で進捗状況がはかれるようなものを入れる努‬

‭力はしてほしいなと思うのですが、いかがでしょうか。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　確かにおっしゃるとおりでして、環境教育に対しての重‬

‭要性というのは私たちも認識しているところですので、今の部会長のご指摘を踏まえて、‬

‭環境教育が重要だよと言っているだけではなくて、環境教育がどれだけ効果を現わして‬

‭いくものになるだろうかといった観点から、実のあるような書きぶりにさせていただきた‬

‭いとは思っているところです。‬

‭　詳しいところは、もう少し検討させてください。‬

‭○山中部会長　先ほどから繰り返していますけれども、ＣＯ２が何トンとは言えないので、‬

‭むしろ、どれだけ盛んに行われているかというか、ちゃんと取り組んでいますねというの‬

‭が分かるような形の進捗状況のはかり方を何かつくっていただくといいと思います。‬

‭　　(これは委員のひとりとしての)意見でした。‬

‭　ほかはいかがでしょうか。‬

‭○長谷川委員　長谷川です。‬

‭　私の意見の前に、今の議論について、質問です。鈴木委員や山中部会長がおっしゃっ‬

‭ているのは教育の記載が少ないということですが、概要版の４ページの［行動］ライフスタ‬

‭イルの変革・技術革新の市役所のところには、対話や教育等に着目し、環境に配慮した‬

‭行動をリードする人・広げる人を増やす取組の推進と書いてあると思うのですけれども、‬
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‭お二人はこことは違ったところを教育としてご発言していらっしゃるのか、それとも、もっ‬

‭とここを取り上げてほしいと思っていらっしゃるのか、どういった点の教育なのかについ‬

‭てお聞きしたいです。‬

‭○鈴木委員　あまり深くは考えていなかったのですけれども、先ほど、具体的にカーボン‬

‭フットプリントの話がありましたよね。私の場合は、そういったところなどを学校教育の中‬

‭できちんと触れたらいいのではないかという意味です。‬

‭○山中部会長　私の場合は、広い意味で環境教育と言っていて、本当は環境教育という‬

‭と、子どもたちだけになってしまう可能性があるのが非常に怖いのですけれども、いわゆ‬

‭る大人であっても情報としてそういうものは提供しないといけないと考えております。例‬

‭えば、カーボンフットプリントとは何ですかなんて言って、答えられる人がどれだけいる‬

‭か、ＳＤＧｓよりも知られていないのではないかと思うわけです。‬

‭　私たちが商品を買えば、ＣＯ２を出したこととほぼイコールであるみたいなことまで知っ‬

‭ている人は少ないので、ぜひとも、(札幌が)消費都市だからこそ考えてほしいというのは‬

‭ずっと私は言い続けているので、第５章までではなくて、さらにその後ろまで何か組み込‬

‭んでいただくというような意味合いで言っております。‬

‭○長谷川委員　お二人ともありがとうございます。理解しました。‬

‭　私の意見については、後ほど別途お伝えします。‬

‭○山中部会長　ほかにございませんか。‬

‭○小林委員　質問です。‬

‭　また再エネのところで恐縮ですけれども、資料２の７ページの左側の市有施設の電力‬

‭消費量に占める再エネの割合という説明いただいたときに、脱炭素先行地域という文言‬

‭で、そういった取組もあってというふうなお話をされていたと思うのですけれども、脱炭‬

‭素先行地域は、取り組むエリアを決めて実施されているものではないかなと思うのです‬

‭けれども、この市有施設に関しては、市全体の施設の取組のことをおっしゃられていると‬

‭いう理解でよろしいのでしょうか。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　市有施設はたくさんありますが、今、札幌市が先行地域‬

‭の取組として掲げているものは、その全てにおいて再エネ電力で賄っていくというもので‬

‭す。‬

‭　ですから、それぞれの施設で、太陽光パネルなどをつけられないようなところも中には‬
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‭出てくると思いますので、そこは、少しメガソーラー的な形で、発電したものを供給してい‬

‭くとか、この後の手法はまたいろいろと考える余地があるのですけれども、そういう形で‬

‭全ての市有施設の電力を賄っていくというのは、今おっしゃったとおりで合っています。‬

‭○小林委員　それと、電力を賄う方法は、ソーラーをつけて、ＰＰＡにされるのか、これか‬

‭らのことだと思うのですけれども、小売電気事業者も札幌であれば様々選べるかなと思‬

‭いますし、再エネのメニューを持っているところもあると思うのですけれども、電力を調‬

‭達するルールのところで、入札の方法で言うと、もう大分前ですけれども、市民団体のグ‬

‭ループで調べたところ、裾切り方式で入札の価格で決めていくので、どうしても価格競争‬

‭で負けてしまっていたのですが、今、国では、総合評価落札方式というものが検討されて‬

‭いて、より脱炭素の取組を広げていくということで変わってきているのだと思うのですけ‬

‭れども、札幌市はどのような調達の方法を考えているのですか。‬

‭　東京都だと、総合評価落札方式というものが都や区の中でも様々な方法で始まってい‬

‭るというふうにも聞いているので、こういう高い目標を掲げられるということで、途中で‬

‭価格で負けて数字が落ちると残念なことになってしまうので、どのようなお考えかなと‬

‭思って、質問をいたします。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　まさに今、先行地域の再エネ電力の導入拡大ということ‬

‭で、学校への太陽光パネルの設置ということをちょうど進めて、設計段階まで進んできて‬

‭いるところです。それ以外の市有施設ではどのようにしてやっていくかというのは、この‬

‭後決めていくというところもありまして、今はまだ検討中というお答えになってしまいま‬

‭す。‬

‭　今お話しいただいたようなことも含めて、勉強してまいりたいと思いますし、確実な達成‬

‭に向けて進めてまいります。‬

‭　今はそのようなお答えでご容赦ください。‬

‭○山中部会長　私から一つですが、ゼロエミッション自動車の普及促進で、次世代自動‬

‭車の割合の指標を６０％から５０％に下げたというのですが、これはハイブリッド車も入っ‬

‭てしまっていて、かつ、この５０％のかなりの量はハイブリッド車ですよね。‬

‭　そうすると、やはり、僕は、ゼロエミッション自動車とは言わないような気がするので、も‬

‭う一つ、ちゃんとＦＣＶとかＥＶの指標を立てたほうがいいのではないかと考えるのです‬

‭が、どう思われますか。‬
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‭○事務局（坂井気候変動対策係長）　ご指摘をいただいたところは、確かに、おっしゃると‬

‭おりでして、我々が今ここに書いた成果指標としては、市内自動車台数に占める次世代‬

‭自動車の割合ということにしております。‬

‭　この中には、おっしゃっていただいたとおり、ハイブリッド等の車も入っていて、その数‬

‭字は５０％を目指すということになっております。‬

‭　一方で、我々が補助事業等を行っている対象は、いわゆるゼロエミッション自動車とい‬

‭うことで、ＥＶやＦＣＶでございます。内容としてはかなり似たものになりつつも、進め方と‬

‭しては視点がまた違うような形になっていまして、ゼロエミッション自動車の普及促進と‬

‭いうのは、継続してこの後もやっていく形になるという認識を持っておりますので、ここで‬

‭の話としては、見え方ですとか、次世代自動車、ゼロエミッション自動車というところの説‬

‭明というか、分け方みたいなものは、ここからはかなりこんがらがってしまうのかなという‬

‭認識は持ちましたので、この辺は検討の余地があるのかなと考えております。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　今の補足になるのですが、今、私たちが次世代自動車‬

‭と書かせていただいているのは、もちろん、単純なガソリンの自動車から、電気、モーター‬

‭も含めた自動車に変更することを支援していこうではないかという、確実に、ハイブリッド‬

‭においても、ＣＯ２の削減という観点では減少しているという事実を捉えて、この２０３０‬

‭年度の目標の中の項目としては、次世代自動車というような言い方をさせていただいて‬

‭います。‬

‭　ちなみに、私たちは、国交省の運輸支局から、直近のデータとしては、今、ハイブリッド‬

‭も含めた次世代自動車の割合が２２％ほどであるというふうに聞いているところですけ‬

‭れども、それを踏まえたときに、車は毎年のようにみんなが買い換えるものではないだろ‬

‭うから、あと数年で６０％はさすがに厳しいということで決めています。‬

‭　あとは、部会長のご質問のところだったのですけれども、先ほど坂井からもお話があっ‬

‭たとおり、補助金自体はもうハイブリッドに対して出すような時代ではないので、そこで、‬

‭私たちとしては、ＥＶやＦＣＶを中心としながら、まさにゼロエミッション自動車に対して補‬

‭助金を出しているというような立てつけにさせていただいています。‬

‭　ただ、何せ、そちらは不透明なところが大きいものですから、現在の指標は今までの指‬

‭標を継続しているというところを取らせていただいていますが、例えば、この次の計画の‬

‭見直しの段階に入れば、ＥＶの大きな方向、ベクトルみたいなものも出てくるかと思いま‬
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‭すので、次世代自動車ではなくてゼロエミッション自動車というような軸での評価といっ‬

‭たものも明確にできるのかなとは思っていますが、今はなかなか難しいかなというのが‬

‭私の印象ではございます。‬

‭○山中部会長　よく状況は分かるのですが、やはり、ハイブリッドは、「もう少し前だとい‬

‭いかな」と思っていたのですが、今ご説明があったように、施策としてはもうゼロエミッ‬

‭ションを選ぶべきだし、２０３０年度はいいかもしれないけれども、２０５０年度の本当のゼ‬

‭ロカーボンを目指すのであれば、ハイブリッドを薦めることもそろそろやめなければいけ‬

‭ない時代が来始めている気がするのです。‬

‭　そういうときに、やはり、このあたりの指標を変えづらいのであれば、次世代自動車とい‬

‭うのはどういうもので、ゼロエミッションはどうであるかみたいなことは、少なくとも誤解‬

‭を与えるようなことはないように、概要ではなくて、本文のほうにちゃんと記述をすべきだ‬

‭と思います。‬

‭　札幌市としてはもう当然ゼロエミッション車を推進するわけですから、この指標は残さ‬

‭ざるを得ないというのであれば、何かうまい説明を書いておかないといけないのではな‬

‭いかと思います。やはり、私としては、素敵な札幌であってほしいので、なるべく最先端に‬

‭向かうようにしてほしいという気持ちが表れております。‬

‭　ほかにありませんか。‬

‭○鈴木委員　教えていただきたいのですけれども、スライドの７枚目の適応策のところで‬

‭す。‬

‭　「本市に影響があると思われる６分野を選定し」とありまして、その中の一つに、水環‬

‭境・水資源が選ばれています。私は、水については、あまり危機意識を持っていなかった‬

‭のですけれども、温暖化による水質への影響というのは、札幌市はとても危惧しなけれ‬

‭ばいけない状況にあるのかを教えてほしいと思います。‬

‭　それから、その下の自然生態系の指標のところで、課題としては、外来種予防や生物多‬

‭様性の保全と、鳥獣被害防止ということがあるのですけれども、それであれば、指標のと‬

‭ころは、外来種がどうなったかという数値だったり、鳥獣被害だったら、その被害件数を‬

‭どうするかということが指標になるはずなのに、生き物調査の人数を指標にしているのは‬

‭少しずれた感じがいたします。そのあたりはいかがでしょうか。‬

‭○事務局（坂井気候変動対策係長）　まず、ご指摘の水のお話ですけれども、今、数字と‬
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‭しては、適合率が２０２４年度は１００％で、この後も維持するということですが、もちろん、‬

‭現時点において、この状況が揺るがされるという状況にあるという意味ではございませ‬

‭ん。‬

‭　一方で、こういったところが最後のとりでになっている、その前の段階で、この水質にお‬

‭ける管理というものも、もちろんされているところでございます。‬

‭　そのあたりは、本来であれば、水、水源に係る対策についての指標というものを置ける‬

‭と一番分かりやすいのですけれども、現状、対策としてそこまでの具体的な指標値を掲‬

‭載するのは難しいというお話も担当局からもらっているところでございますので、一旦、‬

‭今回の指標としては、引き続き、水の適合率を維持させるというところを置かせていただ‬

‭いたというような背景でございます。‬

‭　自然生態系の人数の話も同じようなところに収束してしまうのですけれども、我々が‬

‭持っている生物多様性さっぽろビジョンの中で掲げている指標の中から、今、この適応に‬

‭係る一番適したものは何なのかというところから選定しているという状況でございます。‬

‭　ご指摘をいただいたような、結果というよりは、プロセスでの指標というところは確かに‬

‭おっしゃるとおりなのですけれども、そこに対する数字としての成果を掲載するには、現‬

‭状としては難しかったという状況がございます。‬

‭○山中部会長　あまりいい感じのお答えではないような気がとてもするのですよね。‬

‭　やはり、生き物調査に参加した人数で、本当に適応策がうまくいっているかということ‬

‭にはならないような気がするのです。多分、議会等もあって、何か指標を置かないといけ‬

‭ないという気持ちも分かるが、やはり、この部会の委員のメンバーとしては、何か変だよ‬

‭と、ちょっと違和感があるよねと言っておかざるを得ないということです。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　かしこまりました。‬

‭　生物多様性のビジョンも、改めて見てみまして、より適切なものが何かを確認してみま‬

‭す。どうしても私たち気候変動対策の部署の外のところでつくっているビジョンですか‬

‭ら、適応策を前提としながらつくっているビジョンではなかったというのもあったりもする‬

‭ので、その中で、もう一度確認はいたします。‬

‭　ただ、ご指摘をいただいているのはよく伝わっておりますので、もう一度そこは検討さ‬

‭せてください。‬

‭○山中部会長　水についても同じで、私も鈴木委員と同じ考えを持っていて、札幌は、‬
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‭水は適応策としてはそれほど重要ではないのかなと思います。‬

‭　もちろん少子高齢化で過疎になっている場所もあり、そういう意味で、人口減少とかイ‬

‭ンフラの老朽化で水質が悪くなることはありますが、それが適応策であるかと言われる‬

‭と、これをそのまま読んでいるときはいいのだけれども、六つの中の指標の幾つかは１００‬

‭％を達成していますみたいな数字の言い方に変えてしまうときに、こういう指標が紛れ込‬

‭んでいると、僕の偏見が入っているかもしれませんけれども、ちょっと危険かなと思う次‬

‭第です。‬

‭　これも、いろいろな事情があると思いますので、意見としては議事録に残したいと思い‬

‭ます。‬

‭　鈴木委員、いいでしょうか。‬

‭○鈴木委員　難しいですね。‬

‭　最初の書きぶりのところの「影響があると思われる６分野を選定し」という日本語を普‬

‭通に捉えると、大事なのはこの六つの課題だというふうに捉えます。そのうちの一つが既‬

‭に１００％というのは、何でわざわざ取り上げたのかというふうに捉えると思います。‬

‭　自然生態系のところは、例えば、ヒントを出すと、私どもも森づくりや植樹をしていて、‬

‭何となく森が豊かになっているのは分かるのですけれども、実際に、では、そこで生息し‬

‭ている生物が増えたというのはなかなか数字にできなくて、それは課題だと思っています‬

‭し、実際にそういった生物調査をしてくれる会社もあります。民間企業の場合だと、そう‬

‭いったデータを取って、確かに生物多様性というものが回復していますよみたいなデー‬

‭タを示すのが当たり前です。‬

‭　恐らく、札幌市の中の部署では、市のどこかの公園のところできちんとデータを取って‬

‭いるはずだと思うので、そういったところで、定点観測のデータで科学的に示すという努‬

‭力をされたほうがよろしいかと思います。‬

‭○山中部会長　事務局、いいでしょうか。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　はい。‬

‭○山中部会長　ほか、ありませんか。‬

‭○長谷川委員　確認ですが、今回の審議は、概要版だけではないですよね。‬

‭○山中部会長　全てです。細かいところも、本文で気になるところがあれば、今言うこと‬

‭になります。‬
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‭○長谷川委員　分かりました。‬

‭　まず、概要版のところから意見をさせていただきます。概要版の２ページ目で、これは‬

‭本文にも関わりますけれども、脱炭素先行地域というのは、モデルケースをつくるという‬

‭枠組みだと認識しております。ですから、２０３０年度までに脱炭素先行地域に関する取‬

‭組を着実に実施しした上で、２０５０年度までに、以降どう波及していくかというところも‬

‭重要かと考えております。現状、そこが分かりにくいなと思います。‬

‭　ただ、こうした記載は、札幌市の本計画に限ったことではなく、恐らく全国的な課題とい‬

‭う認識です。２０３０年度以降の脱炭素ドミノと言われていることも、個人的には曖昧だな‬

‭と思うところがあります。ですから、札幌市という自治体が、このモデルをどのように普及‬

‭するのかといったところまで分かると、市民としては安心感があるのかなと思いながら読‬

‭んでいました。‬

‭　ここからの意見は、素案についてです。‬

‭　まずは、私たちの発言のご反映をどうもありがとうございました。すごく大変だったのか‬

‭なと想像いたします。非常に感謝している上で、また、コメントをさせていただきたいと‬

‭思っております。‬

‭　資料３、素案の１ページの計画の位置づけと目的の文章はこの計画にとって非常に大‬

‭事なところです。素案を読む限り、温室効果ガスの排出削減を目指す気候変動の緩和策‬

‭は、経済成長や産業競争力の強化を目指すＧＸの動きへと発展し、急激に強まっている‬

‭こと、ＧＸ実現の成否が企業、国家の競争力を左右する時代だということ、今は温室効果‬

‭ガスの削減と経済成長の同時実現を目指すことが重要とされているというところに大き‬

‭く紙面が割かれています。現状の文章だと、気候変動対策に関するこの行動計画の立ち‬

‭位置が、企業や国家間の競争力向上や、経済成長のためというふうに読める部分が大き‬

‭いです。‬

‭　本来は、自治体として気候変動対策に取り組む意義は、気候変動は人間活動が起こし‬

‭たという科学的知見を踏まえ、今後、持続可能な脱炭素社会を地域としてどう描くのかと‬

‭いうところを示すことだと認識しております。ＧＸや経済成長に大きく紙面を割いてしまう‬

‭ということは、市民に気候変動対策は企業の競争率を上げることや経済成長のみを求め‬

‭るという誤解を与えてしまうと感じました。‬

‭　今は、激動の時代です。いろいろな考え方が錯綜する時代の中ですが、札幌市として‬
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‭気候変動対策をすることへの位置付けは、よりよい脱炭素化社会を地域として目指すの‬

‭だという倫理的な説明を維持していただきたいと考えております。‬

‭　もちろん、ＧＸへの記載に反対しているわけではありません。ただ、ちょっとGXに関する‬

‭文量が多いと感じました。‬

‭　２点目です。‬

‭　１７ページをご覧ください。‬

‭　２－２－３、気候変動対策に関する市民・事業者・自治体の動向と求められている役割‬

‭の（１）市民の動向と求められている役割の第１段落に関しては、審議会での意見を取り‬

‭入れてくださり、本当にすばらしい文章だなと思って読みました。自治体の気候変動対策‬

‭に気候正義や人権という言葉が書かれるとことは非常に先進的だと思いますので、国際‬

‭都市を目指す札幌市としても、ぜひこの箇所は残してほしいと思っています。‬

‭　一方、２段落目の文章にやや違和感を覚えておりまして、コメントさせていただきたいと‬

‭思います。‬

‭　気候正義というのは、気候に関する不平等や不公正の是正と捉えており、気候変動の‬

‭影響によって人権侵害があると私は捉えております。しかし、それらの不正義や人権侵‬

‭害の救済をしたり、人権を保護する主体は、本来、権力を持っている側がすべきことで‬

‭す。‬

‭　ですから、気候正義や人権が求められているとの記載がある上で、市民の皆さんも積‬

‭極的に参加することが求められていますという文章が続くと、自分たち、自助によって人‬

‭権や正義を達成してくださいねというふうに取れてしまい、非常にもったいないなと思っ‬

‭たところです。‬

‭　それに関連して、では、どのように記載するのかというところで、ご提案とコメントを兼ね‬

‭る形になるのですけれども、以前からもこの検討部会で意見しているとおり、ビジネスと‬

‭人権という概念がこの計画の中でも非常に有効かと思っており、（１）の１段落目と（２）の‬

‭事業者の動向と求められている役割をつなげることも可能と考えています。‬

‭（２）に書かれている内容は、企業や金融機関の競争的、経営的な側面において、気候‬

‭変動対策や脱炭素化するということは必要なことですよということが書かれています。こ‬

‭れは事実だと思います。しかし、当計画は自治体としての行動計画ですから、そもそもど‬

‭うして事業者が気候変動対策をやる必要があるのかという意義の説明が必要だと考え‬
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‭ております。‬

‭　繰り返しますが、ここに書いてある事業者の動向はもちろん事実であり、大切なことで‬

‭す。しかし、気候変動対策が経済合理性として脱炭素化するという文脈や、経済課題を‬

‭解決するための脱炭素化という文脈となrと、それら以外の問題に対して、脆弱になって‬

‭しまうのではという懸念があります。‬

‭　補足ですが、経産省が、ビジネスと人権に関して、責任あるサプライチェーン等における‬

‭人権尊重のためのガイドラインも出しており、日本企業もビジネスと人権に取り組まねば‬

‭という世界的な潮流をやっと受けて、事業者も今まさに動き出しているところだと思いま‬

‭す。このガイドラインの文書の中にも、グローバル化による経済発展の一方で、世界は、‬

‭格差や貧困の拡大、気候変動等の環境問題の深刻化等、以降は略しますけれども、人‬

‭権侵害をめぐる問題は気候変動とも密接に関連しているとの記載があります。つまり、気‬

‭候変動の影響が人権侵害につながるという文脈、ナラティブというのは、一定程度、共有‬

‭されていると考えております。‬

‭　加えて、経産省が出したガイドラインの大本となった２０１１年の国連のビジネスと人権に‬

‭関する指導原則と呼ばれる文書にも、人権を保護する役割は国家であって、人権を尊重‬

‭する責任があるのは企業だというふうにも明記されています。このような文脈の上で、事‬

‭業者には、気候変動対策に取り組む必要があると考えております。‬

‭　企業間の競争に勝つために気候変動対策に取り組む必要があるという動向ももちろん‬

‭事実です。しかし、事業者には気候変動の原因の温室効果ガスをたくさん排出してきた‬

‭という責任ある立場でもありますから、気候変動対策にきっちり取り組んでいきましょう‬

‭ということを（２）で記載してもいいのではと思っております。そうすると、（１）と（２）の整合‬

‭性が取れるのではないかと思ったところです。‬

‭　３点目です。‬

‭　６４ページの６－５－５、［行動］ライフスタイルの変革・技術革新についてです。‬

‭　こちらは、先ほど審議に上がっていた教育とも関わってくると考えております。基本方針‬

‭の箇条書きの１個目に、「関心度や実践度合いに即した情報発信や働きかけを通じて、‬

‭日常の生活や事業活動における一つ一つの小さな行動・選択の積み重ねが未来を大き‬

‭く変えていくことにつながるという意識を醸成していきます」と書いてあります。‬

‭　前回審議した際の資料２にあった計画案では、現行計画では一つ一つの小さな行動・‬
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‭選択の積み重ねが未来を大きく変えることというように、一つ一つの積み重ねを現行計‬

‭画ではやってきたが、２０５０年度のゼロカーボン達成に向けては、これらに加えて、社会‬

‭変革に向けた人材育成等の視点が必要という記載がありました。‬

‭　私としては、一つ一つの小さな行動や選択を積み重ねて、それが未来を大きく変えてい‬

‭くことにつながるという意識を醸成することが現代の気候変動対策に合っているのかと‬

‭いうのは結構疑問です。どちらかというと、市民もシステムチェンジだったり、大きな構造‬

‭変革という視点が大事かなと思っているところでしたので、ここの意識醸成についてはど‬

‭うお考えかというところをお聞きしたいと思っていたところでした。‬

‭　あと１点あるのですが、一旦ここまでにします。‬

‭○山中部会長　では、１ページ目、１７ページ目、そして、６４ページ目について、事務局か‬

‭らあればお願いします。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　お答えいたします。‬

‭　１ページ目のところは、確かに、おっしゃるとおり、ＧＸというようなフレーズが、全体的に‬

‭見ても出てくるような感じではあります。‬

‭　今回の計画を見直すに当たって、どうしても今の社会情勢、動きがあるところを捉えて‬

‭書いていっているというところがありましたので、一旦、こういう書き方になったところで‬

‭はありますが、確かに、委員がおっしゃるとおり、本質的なところからしたときには、ＧＸが‬

‭本質かどうかというところは、どうなのでしょうねということは、ご指摘のとおりかと思いま‬

‭す。‬

‭　そういう本質的なところを見失わないように書くことができるように、少し訂正すること‬

‭も考えてみたいと思いますので、今は具体的にこういうふうに訂正しますまでは申し上げ‬

‭られませんが、検討だけさせてください。‬

‭　そして、１７ページ目の気候正義のお話のところ、人権的な配慮については、この場にお‬

‭けるお話を酌んだということで、評価をいただいてありがとうございます。‬

‭　一方で、ここのところの書き方が、それぞれ、市民において求められる役割、事業者に‬

‭おいて求められる役割というふうにして、主語が、事業者は、市民はという形で書かせて‬

‭いただいていたということもあって、よく条例も、市民はとか何とかというところは、どうい‬

‭う役割なのだというようなときに、それらが主体的に行っていくといったところを書くとい‬

‭うのが書き方の定文としてどうしてもあるものですから、そういうような観点では書かせ‬
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‭ていただいていたところです。‬

‭　ただ、委員から、その事情的な部分だけでは難しいようなところもあるのではないか、‬

‭企業のお話も出てきていましたけれども、そのあたりをもう一回かみ砕いて、どのような‬

‭形にアレンジできるのかどうか、ここの章に属している位置づけとの関係で、もう一度、頭‬

‭を整理させていただければなと思いますので、ご意見は賜りたいと思います。‬

‭　そして、３点目は６５ページについてです。‬

‭　これは、たくさんのところをいろいろと直してきたものですから、前のところでいろいろ‬

‭とご意見を賜って、少しでもご趣旨を反映できるようにということで直してきたというとこ‬

‭ろがあって、すぐにお答えできなくて申し訳ないのですが、私たちとしては、一つ一つの‬

‭行動を大きく変えていくというような観点というのがライフスタイルのベースになっている‬

‭といったところを申し上げたかったのですが、話合いではなくて対話という表現が汎用的‬

‭なのではないかというようなご意見があって、今回、持続可能な未来に向けた人材となる‬

‭ことを目指しますということで、対話を盛り込んだというような言い方なのではないかな‬

‭と思います。‬

‭　ちゃんとしたお答えができなくて恐縮でございますが、これまでの経過も含めまして、ご‬

‭趣旨をもう一度かみ砕いてみたいと思いますので、ご容赦ください。‬

‭○山中部会長　私から追加意見をしますが、やはり１ページ目のＧＸに持っていくのは無‬

‭理があって、気づかないで読んでいましたけれども、やはり、緩和策は緩和策でなぜやる‬

‭のだみたいなところを書き、それから、緩和策がテクノロジー的に、逆に、売り物になるの‬

‭だよみたいなのがＧＸなので、そこはやはり二つに分ける必要があるだろうと思います。‬

‭　１７ページの点は、「このような中で」と書いてあるから、それだからと言われるので、例‬

‭えば、「このような中で」がなくて、事業者とともに市民はというような言い方をするとか、‬

‭今度は、逆に、事業者のほうは、市民とともにというような言葉が入れば、比較的、そもそ‬

‭もの位置づけの縦割りはうまくいくかなと思います。‬

‭　また、６４ページのところは、どうしても、これは前から僕もよく言っているのですが、一‬

‭つ一つの行動、小さな積み重ねが大きくなるというのはそのとおりなのですけれども、そ‬

‭れは何かエネとか我慢など、何かボトムで頑張ってくださいみたいなイメージに取られま‬

‭す。‬

‭　今、長谷川委員が言ったのは、そうではなくて、社会が本当に変革するのだというよう‬
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‭な意識の部分をしっかりと入れてほしいという意味なので、対話や積み重ねなどの今ま‬

‭での延長戦上だけでは、２０３０年度は迎えられると思いますけれども、本当に、２０５０年‬

‭度は迎えられないと思います。そのあたりの書きっぷりを、ここにもう一文入れたほうが‬

‭いいのではないかというご意見でよろしいですかねと思いました。‬

‭　長谷川委員もそれでいいということと、もう一個何かご意見があるそうなので、続けて‬

‭ください。‬

‭○長谷川委員　コラムの部分が今、空白になっていると思うので、１点、意見させていた‬

‭だきたいと思います。‬

‭　このコラムというのは、資料３の各所にブランクであると思うのですけれども、改定前の‬

‭計画にもいろいろなコラムが掲載されていました。ご提案ですけれども、このコラムの中‬

‭でアイヌと気候変動についてのトピックを記載するというのはいかがでしょうか。‬

‭　その理由は、世界的にも先住民族は気候変動の影響を受けやすいという指摘がありま‬

‭すし、この計画をより包括的なものにするためには、日本の先住民族であるアイヌについ‬

‭ても触れる必要があるだろうなと思ったからです。‬

‭　２０３０アジェンダの誰一人取り残さないという言葉がありますけれども、取り残されや‬

‭すい立場の中に先住民族の方々がいらっしゃいます。国際人権NGOであるIMADRに‬

‭よれば、再生可能エネルギー分野を含む様々な開発プロジェクトの中で、アイヌに対する‬

‭自由で事前の十分な情報に基づく同意の不実施があったとの指摘もありました。札幌市‬

‭としても共生というところを重要視していると思いますので、気候変動とアイヌについて‬

‭書くことで、いろいろな議論や包摂につながるのではないかと考えた次第でした。‬

‭○山中部会長　事務局からありませんか。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　コラムについては、この後、どのような形がいいのかと‬

‭いうことを、それぞれのところから、これから考えていこうかと思っていましたので、また‬

‭内部で考えてみます。‬

‭　もう一つ、先ほど私が言葉足らずになってしまったところがあって、大変失礼しました。‬

‭長谷川委員からのご質問で、山中部会長にまとめていただいていたところでもあったの‬

‭ですが、先行地域におけるフレーズが、どうしても２０３０年度をターゲットとしながら進ん‬

‭できているところがあるものですから、２０３０年度が中心になっていっています。‬

‭　ただ、もちろん、この計画自体は、目指すところは２０５０ゼロカーボンですから、当然、‬
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‭そこに向けて、では、２０３０年度以降、どのような形で進んでいくのか、今、そこまでは具‬

‭体的には書くことはできなかったという答えにどうしてもなるのですけれども、ただ、おっ‬

‭しゃっているとおり、そこに向けて大事なところの理念は何なのかというところは書けるは‬

‭ずですし、私たちとしても、２０３０年度以降のポイントは盛り込んでいかないと、今回、２‬

‭０３５年度、２０４０年度のマイルストーンも設定しているところでもありますので、おっ‬

‭しゃっているご意見のあたりは十分に考えていきたいと思います。‬

‭○山中部会長　付随して質問ですが、コラムなど、入っていない部分は、私たちの部会で‬

‭担当しなくてもよいのか、それとも、これは親会で初めて見るのか、そのあたりのスケ‬

‭ジュール感はどうなっていますでしょうか。‬

‭○事務局（坂井気候変動対策係長）　誠に恐縮ですけれども、コラムは恐らく時間的に親‬

‭会で確認いただく流れになるという認識を持っております。‬

‭　ただ、部会の委員の皆さんには、当然、親会に入っておられない委員の方がいらっしゃ‬

‭いますので、事前の情報提供などはさせていただきますので、スケジュール感として、‬

‭今、具体的にお示ししづらいところではあるのですけれども、進め方としては、そのあたり‬

‭をご容赦いただければと思います。よろしくお願いいたします。‬

‭○山中部会長　分かりました。‬

‭　スケジュール的にも大変で、ご努力されて、まずは数字をしっかりとということをやって‬

‭きたのだと思うので、コラムはコラムでなかなか手が回らなかったことも確かなので、委‬

‭員の皆様に素案としての最終的なものを見せていただくということでいいと思います。‬

‭　ほかにご意見はございませんか。‬

‭○坂本委員　北海道電力の坂本でございます。よろしくお願いいたします。‬

‭　まず、最初に、これまで本部会におきまして、私どもエネルギー事業者として気づくとこ‬

‭ろを述べさせていただいておりましたけれども、いずれに対しましても丁寧にご検討いた‬

‭だいたと思っておりまして、反映すべきところを反映いただいていると思っております。‬

‭　本当に、改めてお礼を申し上げたいと思います。ありがとうございます。‬

‭　本日は、資料２の概要版ではなく、資料３の本文の素案から、細かいところも含めて３‬

‭点ほど、意見を述べさせていただきたいと思っています。‬

‭　まず、２５ページの第３章の本市の地域特性の３－２の社会的条件のエネルギーの記載‬

‭の部分でございます。‬
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‭　ここの文章の最後の４行ですけれども、都心の話になっているかというふうに認識して‬

‭いるのですが、これは、恐らく、現行の行動計画からそのまま残されているのかなと思っ‬

‭ておりますけれども、ここの都心の部分につきましては、都心まちづくり推進室がやられ‬

‭ている都心エネルギーマスタープランが、今、まさに更新検討中かと思っておりますが、‬

‭この中で、いわゆる都心のところについては、確かに、「北海道胆振東部地震の影響を受‬

‭け」というくだりの中の続きとしましては、非常用発電機やＣＧＳの推進といったものによ‬

‭り、一時滞在施設を含む建物全体の電力と熱の供給は継続できるというような表記に変‬

‭わってきております。‬

‭　どちらかというと、課題感というよりは、この課題に対して７年の月日が経過している中‬

‭で、対策が進んでいるというような表記に見直しておりますので、この辺は、平仄を合わ‬

‭せたほうがよいのではないかと感じた次第でございます。‬

‭　２点目は、７１ページの一番最後の基本方針の枠の中の表記になります。‬

‭　この中に、「コミッショニング」という文言が出てきております。コミッショニングは、本当‬

‭に、脱炭素を図る上で、非常に重要な取組だと私も認識しております。ここに記載された‬

‭ことは、本当にすばらしいと思っています。‬

‭　一方で、私どもエネルギー事業者や技術者の方は、このコミッショニングという文言そ‬

‭のものになじみがあるのかもしれないのですけれども、一般の方は、コミッショニングは‬

‭なかなか理解しづらいのかなと読んでいて感じました。‬

‭　ですから、どこか、この文末、枠外でもいいのですけれども、注書きか何かで少し解説‬

‭したほうがよろしいのではないか、そういう取扱いが親切ではないかと感じた次第でご‬

‭ざいます。‬

‭　最後、３点目は、８４ページのちょうど中段の主な取組の囲みの中の熱中症対策の記載‬

‭になります。‬

‭　熱中症対策の中の上から五つ目、「【新規】省エネ機器エネルギー源転換補助金制度‬

‭により、寒冷地エアコンの導入を支援します」という表記をされておりまして、熱中症対策‬

‭として、エアコンの導入というのは非常に重要であり、導入支援について記載いただいた‬

‭ことは、こちらもすごくすばらしい取組かと思っております。‬

‭　ただ、これを見ると、寒冷地エアコンの「寒冷地」というのが、どちらかというと、暖房主‬

‭体の表現に近いと思いまして、熱中症対策と寒冷地のエアコンというのが、こう読む方に‬
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‭よってはなかなか理解しづらいのかなと思ったものですから、夏の冷房使用による熱中‬

‭症対策と冬の暖房使用による省エネルギー化という二つの効果が見込まれるようなこと‬

‭が表記の中に工夫されているか、もしくは、省エネ機器エネルギー源転換補助金制度が‬

‭どのような制度なのかを解説すれば、この辺の理解が進むのかなと思った次第でござい‬

‭ます。‬

‭　以上、３点でございます。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　まず、２５ページ目の都心のお話についてでございま‬

‭す。‬

‭　大変失礼いたしました。‬

‭　私たちも、今、同時並行で進んでいる庁内の各種計画もタイムリーに追っていきながら‬

‭進めているところではあるのですが、今お話しいただいたところをいま一度確認して、記‬

‭述を合わせられるような形で進めてまいりたいと思いますので、ご指摘ありがとうござい‬

‭ました。‬

‭　７１ページ目のコミッショニングのお話の注意書きは、ごもっともかと思いますので、加‬

‭えさせていただきたいと思います。‬

‭　それから、寒冷地エアコンもおっしゃるとおりで、見た人が熱中症と寒冷地という真逆‬

‭の言葉が何となくなじまないと感じる気がしますので、夏や冬も活用可能というか、見込‬

‭まれるというようなお話というのはご指摘のとおりかと思います。‬

‭　いずれも、修正を考えたいと思います。‬

‭○山中部会長　ほかにございませんか。‬

‭○笠原委員　北海道ガスの笠原です。‬

‭　前回の私からの意見を反映していただき、ありがとうございます。‬

‭　資料３の５２ページの市民による省エネルギー対策の一番下のところですけれども、エ‬

‭ネルギーの脱炭素と機器の高効率化を分けたほうがいいですということで、つけていた‬

‭だいておりますが、ここの新規で書いていただいた「エネルギー転換を図るとともに」とい‬

‭うところで、こちらの促進について確認ですが、これは、先ほど話題に出てきていたエネ‬

‭ルギー源転換補助金制度などを活用するということで理解してよろしいでしょうかという‬

‭ことが一つです。‬

‭　もう一点、別のところになるのですが、概要版の５ページのＣＯ２の２０３０年の削減目‬
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‭標です。‬

‭　前回以前でこの件が出ていたら、繰り返しになってしまって大変申し訳ないのですが、‬

‭道内小売電気事業者の電力の排出係数の改善による削減量の出し方の考え方を教え‬

‭ていただきたいというところが一つです。‬

‭　それと関連して、例えば、その次の６ページにある、例えば、ゼロエミッション自動車の‬

‭普及というところが、そことリンクされているのかどうかというところを教えていただきた‬

‭いと思いますので、よろしくお願いします。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　まず、１点目のエネルギー源転換補助金制度を反映し‬

‭ているものなのかというようなお話ですけれども、そちらについては、おっしゃるとおりで‬

‭ございます。‬

‭　そして、２点目の概要版の５ページの②にあります排出係数の改善による削減量の考‬

‭え方は、直近の数年間分を取った北海道電力のデータの排出係数を直線で、この後、２‬

‭０３０年度までに何ぼになるだろうかということで出したもの、それに基づくと、２２４万トン‬

‭の削減が可能だということで、それ以外の形を加えるとよく分からない部分もあるので、‬

‭一旦は、トレンドという意味で直線補完をしているという形を取っています。‬

‭○事務局（坂井気候変動対策係長）　補足させていただきます。‬

‭　今の説明のとおり、排出係数の改善をまず見込んでおり、ゼロエミッション自動車が入‬

‭ることによって、数字がどのようになっているかというと、その係数をベースに数字が計‬

‭算されていくという式をつくっていますので、排出係数が改善されて電気自動車が入る‬

‭と、より排出量が減るというような形になっております。‬

‭○笠原委員　理解できました。ありがとうございます。‬

‭○山中部会長　ほかにありませんか。‬

‭○小林委員　資料２の４ページ目の省エネのところで、実施主体が市民で、住宅の購入・‬

‭賃借時の省エネ性能の重視というものがあるのですけれども、主な取組のところでは、Ｚ‬

‭ＥＢのことだとか、いろいろあったかとは思うのですが、今、住宅の省エネ性能表示という‬

‭ものが出てきているのはご存じとは思うのですけれども、この省エネ性能を重視していく‬

‭上で、家電などもラベリングがありますけれども、そういった住宅にもラベリングが始まっ‬

‭ております。ただ、これは努力義務の段階で、必ずしも貼られるようなものではないと理‬

‭解しているのですけれども、例えば、市の独自の取組などで、こういうふうに書かれてい‬
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‭るので、国の制度を使われるような取組を検討される余地はあるのかなと思いました。‬

‭　たしか、本文のどこかには、光熱費も分かりやすく表示するようなことがあったかもしれ‬

‭ないのですけれども、国の制度も変わってきているので、それをうまく利用しながら、市‬

‭として先進的に取り組むような方法ができたらいいのかなと思いました。‬

‭　もう一つ、先ほど、資料２の７ページで水環境の話があって、改めて見て、はっと思った‬

‭のですけれども、私は農業の指標がよく分からなくて、地産地消の取組件数（年間２０件‬

‭増）ですけれども、２０２４年度は３６件、２０３０年度は２０件になっていまして、これはどう‬

‭いったことかをご説明いただきたいなと思いました。‬

‭○事務局（坂井気候変動対策係長）　まず、４ページ目の住宅の話は、省エネ性能の表‬

‭示について、私も今、具体的に義務化の話の認識が薄いのですけれども、恐らく、新築さ‬

‭れた賃貸住宅はこういった表示が徐々にされてくるはずというところですけれども、実際‬

‭は、まだ、そういう表示が賃貸のホームページを見てもなかなか出てこないという状況か‬

‭と思います。‬

‭　その状況に対して、我々の取組として、今、具体的にこうしますよと言うのは難しいので‬

‭すけれども、こういった表示がなされてきているということを、光熱費の話もそうですけ‬

‭れども、市民の方に、こういった情報があるとお伝えしていくということが、今後の我々の‬

‭取組の一つになっていくのかなと感じております。‬

‭　続いて、７ページ目の地産地消の取組というところですけれども、意味合いとしては、‬

‭毎年２０件、こういった取組をするということです。‬

‭　その中身としては、地産地消の取組ということで、事業者というか、農家とのやり取りの‬

‭中で、札幌市の農政課という部署が取り組んでいる件数を計上するというところです。‬

‭　私も、では、具体的にどういう取組を計上しているのかというご説明が今できないの‬

‭は、大変申し訳ございません。‬

‭　この辺の情報を提供できるようなものがあれば、また別途お伝えいたしたいと思いま‬

‭す。よろしくお願いいたします。‬

‭○山中部会長　ほかにはいかがでしょうか。‬

‭○長谷川委員　８４ページ、８－３－３の熱中症対策などが詳しく書かれているところが‬

‭あると思います。‬

‭　このページは健康への影響ということですが、精神的な健康にも着目できるのではと‬
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‭考えております。この計画全体の中には、一人一人のウェルビーイングを目指す視点が‬

‭あると思いますし、WHOの定義によると、健康は肉体的な健康だけではなく、精神的、‬

‭社会的に満たされた状態を言います。今、気候不安やエコ不安症と言われている心理的‬

‭なストレスが若い世代を中心に確認され、注目されています。アカデミアでの研究はどう‬

‭いう状況か、私もまだ勉強不足なところがあるのですけれども、実際、私がいろいろな現‬

‭場で若い人と接する上で、気候変動由来の将来に対する不安感や心理的ストレスはリア‬

‭ルな現象として存在すると思います。対話の現場でも、将来を悲観するようなエコ不安‬

‭症的、気候不安的と言えるような状態の若い世代の方にはよく出会います。‬

‭　一方で、まだこの分野に関しては研究もこれからだと思いますし、具体策を提示すると‬

‭いうのは非常に難しいことだということは理解しております。‬

‭　参考までにですが、２０２３年度の電通総研の研究の気候不安に関する意識調査に国‬

‭際比較したデータがあります。国際比較の部分は一旦置いておいて、この調査に参加し‬

‭た日本人の中で、気候変動に関する感情が日常生活にネガティブな影響を与えるに「は‬

‭い」と答えた人の割合が４９．１％という数字が出ています。気候変動がもたらす感情とし‬

‭て、日本は「不安」が７２．６％と非常に高いなどと、いろいろなデータがあるにはあるとい‬

‭う状況です。計画に記載されるかどうかというのは難しいところもあるかと思うのですけ‬

‭れども、コラム等でこういった気候変動に関する、精神的な健康やウェルビーイングを阻‬

‭害するものについても触れてもいいのかなと思っています。‬

‭　ほかの諸課題ともつながることもあるかと思い、コメントをさせていただきました。‬

‭○山中部会長　多分、それは入れづらいと僕も感じます。‬

‭　ただ、気候変動の現状でもないし、適応策かというと適応策でもないので、ウェルビー‬

‭イングと関係しているかというと、片仮名のウェルビーイングは、健康のウェルビーイング‬

‭という感じもあまりしないし、どこですかね。‬

‭　検討して無理な場合は無理という答えになってしまうかもしれないと思いますというの‬

‭が今のところの私の意見です。事務局でご検討ください。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　おっしゃるとおり、今日もこんなに暑いですから、学校が‬

‭早く終わっているような子どもたちもいるぐらいですし、本当に子どもたちにとってみて‬

‭は、私たちが子どものときと比べて、気候に対する気持ちの変化といったものはとても大‬

‭切にしてあげなければいけないのだろうなというのは、私も、一人の大人として本当に同‬
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‭感でございます。‬

‭　コラムという形でうまいこと書けるかどうかも含めて、検討させてください。‬

‭○山中部会長　できるとしたら、８－１の適応策の目的あたりの説明の中に、そういうこと‬

‭があるみたいな言い方が入れられるかもしれないと思いました。‬

‭　これは、一個人の意見です。‬

‭　ほかはいかがでしょうか。‬

‭○川根委員　短時間の感想になります。‬

‭　先ほど、７ページの自然生態系のところでいろいろな議論が行われておりましたけれど‬

‭も、実は、私はここを見て違和感を持っていなかったのですよね。‬

‭　ただ、これが、ＴＣＦＤに関して、ＴＮＦＤが重要だよといったところの観点から見たときに‬

‭は違和感がないのですけれども、多分、ほかの委員のご指摘のように、一般の人は分か‬

‭らないと思います。要は、生物が守られることによって、植物だったり生物が炭素を吸収‬

‭する、だから、この生態系の維持が大事なのだよといった、それぞれの表現で、そこに対‬

‭する保全の普及啓発でこのＫＰＩを載せるのがスムーズかな、何となくそういう感想を持‬

‭ちました。‬

‭○山中部会長　ほかになければ、そろそろ時間ですが、宿題がたくさん出たということも‬

‭あります。‬

‭　もちろん、今までの１回、２回、３回で出た意見、あるいは、気候市民会議等も含めて十‬

‭分反映はされている部分があるのですが、なお宿題があるような状況ということもあっ‬

‭て、軽微なものであれば、座長預かりで、座長と事務局でという言い方ができるのです‬

‭が、今回の場合はちょっと難しいかと思います。‬

‭　もう一回やってもいいのですが、多分、その時間はないでしょうから、メールで委員の‬

‭皆様に見ていただく、そのときに、こう変更したのだと見え消し等で分かりやすくしていた‬

‭だくということで、事務局はよろしいでしょうか。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　今、部会長のお話にありましたとおり、私たちもそのよう‬

‭に考えているところです。‬

‭　本日ご欠席の委員もいらっしゃいますので、メール等々でご欠席の委員のご意見も集‬

‭約させていただくということと、今日の皆様方からのご意見の補足で、こういう大きいも‬

‭のということがあれば、また教えていただきまして、そのあたりをまとめて、この後、私ども‬
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‭でもう一度ブラッシュアップさせていただきたいと考えています。‬

‭　それで、今、山中部会長からお話があったとおり、取りあえず、今月中ぐらいで意見を‬

‭何とか集めて、そして、それをどのように反映できるかというのは８月中旬ぐらいまでか‬

‭けて、お盆時期になって恐縮ですが、皆様方にメールか何かで、こんな形で反映させて‬

‭いただきましたということをご連絡させていただいて、メール会議みたいな形になって申‬

‭し訳ございませんが、ご確認、これでは駄目だみたいなものがあるかもしれませんので、‬

‭さらにご意見をいただいて、そして、この次、９月３日に親会議がございますので、そこに‬

‭向けて最終的なものをつくり上げていくというようなスケジュール感でいるところでござ‬

‭います。‬

‭　以上です。‬

‭○山中部会長　皆様、今のような形で進めてよろしいでしょうか。‬

‭（「異議なし」と発言する者あり）‬

‭○山中部会長　皆さんにうなずいていただきました。‬

‭　ありがとうございます。‬

‭　では、ここで本日の審議内容は以上となります。‬

‭　最後に、事務局から連絡があれば、よろしくお願いします。‬

‭○事務局（飯岡環境政策課長）　改めまして、熱心なご議論をいただきまして、ありがとう‬

‭ございます。‬

‭　次回の会議ですけれども、今、繰り返しになりますが、部会だけという方もいらっしゃい‬

‭ますが、環境審議会の本会を９月３日に開催させていただきます。‬

‭　そのような形ですので、先ほど申し上げたような流れで、メール会議みたいな形でやら‬

‭せていただきますので、ご協力をよろしくお願いいたします。‬

‭　以上でございます。‬

‭３．閉　　会‬

‭○山中部会長　(この夏は)本当に暑くて、我々も温暖化を実感している、もちろん佐藤‬

‭委員が専門ですが、本当に異常気象かどうかは、異常気象がどの程度で、その中で温暖‬

‭化はどの程度というのはアトリビューションという方法で調べるのですが、恐らく温暖化‬

‭によるのではないかと思います。‬
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‭　それでは、以上をもちまして、札幌市環境審議会気候変動対策行動計画検討部会第４‬

‭回会議を終了します。‬

‭　本日は、ありがとうございました。‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上‬

‭　‬
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